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キーワード ペプチド干渉 遺伝子治療 フォールディング抑制

研究の概要

本発明は、標的遺伝子がコードするタンパク質の一部分を細胞内に共発現させる
などして導入し、当該タンパク質のフォールディングを阻害することによって、細胞内
の標的遺伝子の発現を抑制する。導入したドメインは、タンパク質フォールディング
時に部分ペプチドが干渉し、この作用によってフォールディングを阻害する。
この方法によって、遺伝子発現抑制を行い、遺伝子治療技術へと発展させることが
可能である。

標的タンパク質の一部（断片）を利用
することにより、当該タンパク質の活性
を阻害する方法は知られているが、遺
伝子操作によりタンパク質発現時に同
時に阻害ドメインを共発現させてフォー
ルディングを抑制するという本発明の概
念自体が全く新しいものである。
本発明は遺伝子治療法のひとつの方
法を提案するものであり、将来の画期的
治療法につながる可能性を持っている。

遺伝子治療および治療薬開発を目指す医薬業界、バイオベンチャー
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＜ペプチド干渉法の概要＞
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